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Ｈ２８．３年 第二回基礎学力テスト

１．

（１）（－８）－（－１０）＝－８＋１０＝２

（２）
５ｘ－２ｙ

３
× １２＝２０ｘ－８ｙ

（３） １８－
２

２
＝３ ２－

２ × ２

２ ２
＝３ ２－ ２＝２ ２

（４）表面積

（５） 比例式 ４：（ｘ－３）＝６：１５

６（ｘ－３）＝６０

６ｘ－１８＝６０

６ｘ＝７８ ｘ＝１３

（６）二次方程式 ２ｘ２＋４ｘ－１＝０ を解くと ｘ＝
－４± １６＋８

４
＝

＝

－４± ２ ６

４

－２± ６

２

（７）直線 ｙ＝２ｘ＋１と平行で点（－２，２）を通る直線の式は

傾きが２なので

（－２，２）を代入して

２＝－４＋ｂ

ｙ＝２ｘ＋ｂとおくと

ｂ＝６ よって ｙ＝２ｘ＋６

（８） 関数ｙ＝ａｘ

変化の割合が４であるとき、

ｘ＝３，ｙ＝９ａ

ｘ＝５，ｙ＝２５ａ

１６ａ

５－３

２５ａ－９ａ＝１６ａ

＝
１６ａ

２

２で

＝８ａ＝４

ｘの値が３から５まで増加するときの

ａ＝
１

２
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２．

（９）ＡＣとねじれの位置にあるのは

（１０） 円錐の展開図において

半径

母線
＝
側面の中心角

３６０

母線と底面の半径には

なので

ＢＥ，ＤＥ，ＥＦ

２４０

３６０
＝
２

３
＝
半径

６
よって半径は４ｃｍ

（１１）∠○＝ａ，∠▲＝ｂと表すと

２ａ＋２ｂ＋７０＝１８０

２ａ＋２ｂ＝１１０

ａ＋ｂ＝５５

∠ＢＤＣ＝１８０－５５＝１２５°

（１２）ア

イ

ウ

エ

４．５≦ａ＜５．５

有効数字は８．７．０

正しい

正しい

（１）ゆり子さんの家から徳島ＩＣまで６ｋｍ

（２）

（３）

６ｋｍ

ｘ＋ｙ＝１８３・・・・・・・・・①

６０

ｘ

②×２４０

４ｘ＋７２＋３ｙ＝７２０

４ｘ＋３ｙ＝６４８

３ｘ＋３ｙ＝５４９

上分ＰＡ

６÷４０＝０．１５

９９÷６０＝１．６５

１．６５＋０．１５＝１．８０

ｘ＝９９

＋
１８

６０

６＋１８３＋６＝１９５ｋｍ

＋
８０

ｙ

ｙ＝８４

＝３・・・・②

１時間と４８分

徳島ＩＣから松山ＩＣまでが１８３ｋｍ

９時４８分

松山ＩＣから祖母の家まで
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３．

（１）直線ｍは点Ｃ（－８，０）を通るので

①

②Ｒ（ｘ，６）とすると

（２）ｂ＝１０のとき

Ｒ（－４，６）

ｙ＝

０＝

６＝

ｙ＝

０＝

３

２

３

２

３

２

ｘ＋ｂ

× （－８）＋ｂ

ｘ＋１２

３

２

３

２

ｘ＋１０

ｘ＋１０

（－８，０）を代入して

－６＝

Ｐ（ｘ，０）として、

０＝－１２＋ｂ

３

２

３

２

ｘ＝－１０

ｘ －１２＝３ｘ

ｂ＝１２

３ｘ＝－２０

ｘ＝－４

ｘ＝－
２０

３

ＰＯ＝
２０

３
ＯＱ＝１０ よって△ＰＯＱ＝

１

２
× ２０
３

× １０＝
１００

３
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４．

（３）直線ｍが長方形ＯＡＢＣの面積を二等分するとき

ＢＯの中点を通るので

（
－８

２

ｙ＝

３＝

３

２

３

２

，
６

２

ｘ＋ｂとおく、（－４，３）を代入して

× （－４）＋ｂ

） ＝ （－４，３）を通る

３＝－６＋ｂ

←中点の座標「足して２で割る」

ｂ＝９

（２）２カ所置くことができる目の出方には、

（３）１回目に５，２回目に６，３回目に３の目が出てあがりました。

（１）２回目で上がるのはたして９になるときなので

３－６

３６

４

という決まりがあるようだわ。

この表から考えると

２回目で上がることのできる場合の数が

２回ゴ－ルへ戻る場合

１回ゴ－ルへ戻る場合

ゴ－ルへ戻らずに

＝

４－５

１

９

５－４ ６－３

ゴ－ルから

２

８

１４

イ ７

ア

ウ

マス目のところへ置くと

１回目の方が２回目より大きい

６通りになり ・・・
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５．
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（２）

（３）∠ＡＣＢ＝９０° のとき、ＢＣＦは直線となり

（１）△ＡＢＧと△ＡＤＣにおいて

△ＡＤＣ＝△ＡＢＧ＝

ＡＧ∥ＢＦ

正方形なので

ＡＢ＝ＡＤ・・・・・・・・・・①

ＡＧ＝ＡＣ・・・・・・・・・・②

∠ＢＡＧ＝９０＋∠ＢＡＣ

∠ＤＡＣ＝９０＋∠ＢＡＣ

よって∠ＢＡＧ＝∠ＤＡＣ・・・③

①②③より２組辺とその間の角がそれぞれ

等しいので△ＡＢＧ≡△ＡＤＣ

ア

イ

ウ

∠ＡＤＣ

対頂角

９０

ＡＧ× ＡＣ
２

となるので ２倍


